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655 　　　　オゾ ン に よるエビ 養殖場 の水質改善に 関す る研究

（筑波大 ・応生化 ）○田中　順子、中野　和典、王　碧昭、松村　正 利

【目的】エビ 養殖 は東南ア ジ ア の 国々 を中心 に大 きな経済効果を もた ら し、現在で は各国の 経済 を

支える重要な輸出産業 の一つ に なっ て い る 。 しか し、近年、病原 性を持 つ 菌や ウイ ル ス の 大発生

に よる養殖エビ の 大量死が深刻 に な り、その 被窖は拡大して い る 。 これ らの 大発生は 、エビ と病原

性の 菌 と水質の ような環境 との 相互作用 に よ っ て 引 き起 こ され る 。 当研究室で は こ の エビ 養殖場 の

問題を解決する た め に
、 オ ゾ ン を用 い た 総合的な シ ス テ ム の構築を行っ て い る ， そ こ で 本研究で

は海水中で の オゾ ン とそ の オキ シ ダ ン トの 特性 とそ の 影響 に つ い て 検討 を行 い 、そ の 殺菌 、水質

改善へ の 効果を探っ た 。

【方法1 オゾ ン 発生に は原料ガス として pure　oxvgen とair を用 い 、接触槽で 4L の 人工 海水 に通気

し 、 オキ シ ダ ン トを発生 させ た 。 人工 海水にBr』、　NH3 、有機物 として エビ の 餌を加 え、オキ シ ダ ン

ト濃度、NH 　3
−N、　NO3 ・N、　NG2 ・N、　 TOC 、　COD を測定 し、 各 々 の オ キ シ ダ ン トの 影響 をみ た．殺菌

能力はエビ 病原 菌の Vibrio　harveyiを用 い て 、オキ シ ダン ト濃度 との 相衡を み た ，，

【結果】Br を加えた場合 、 加えたBr『量が わずかである に もか か わ らずオ キ シ ダン ト濃度は大きく

変化 した 。
こ の こ とか ら 、 海水申に オ ゾ ン を通気 した時の オキ シ ダ ン ト生 成に は CLよ りもBrの 影

響が大 きい こ とが分か っ た 。 NH3 を加 えた場合 、　 NH3 は オキ シ ダ ン トに よ り酸化 さ れ 減少する が 、

NO 　3
・Nが 増加 した 。 これ よ り完全閉鎖系の エビ 養殖場 で は、脱窒プ ロ セ ス を組み込 む必要が ある こ

とが示唆 され た 。 有機物 を加えた場合 、同様 に オキシ ダ ン トに よ り酸化 され 減少 した「．またオキ

シ ダン トは Vibrio　harveviに対 して も十分 な殺菌能力を示 し 、 そ の効力は 十数秒 と非常に速 く現 れ

た 。
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656　　　 微細 藻類を罵 い た排 ガス 中Nex の 連続処理 と窒素源 と して の 利用

　　　　　　（阪大薬）○永瀬裕康 、 吉原健一
、 横 田佳子 、 岡本康伸 、 平 田收正 、

　　　　　　　　　　　　宮本和久

【目的】化石燃料の燃焼によ っ て 放出される窒素酸化物 （N ◎x）は、 酸性雨の

原因物質で あ る。 こ れ まで 我々 は 、
NOx の 90％以上を占め る一

酸化窒素 （NO ）

を微細藻類を用 い て 処理で きるこ とを明 らか に した 。 今回は 、 処理 されたN◎が

微細藻類に よ り資化 されて い るこ とを確かめ るとともに 、 微細藻類に よるN◎x

処理の実用化を目措 した長期間連続処理につ い て 検討を行 っ た 。

【方法及び結果 ］微細藻類 と して 緑藻 盈 齢湎016餾 を用 い 、 垂直管型 リア クター

（内径 ：5cm ， 全長 ：25 　cm ，培養量 二4L ）に よ り、 38　W ！m2 の 白色光照射下 、

30  pp田 NO を含む人工 排 ガス （as％ CO2
、
859・　N2）を通気 しなが ら培養を行 っ

た 。 まず、 処理 されたN◎が窒素源 と して 微細藻類に取り込まれて い るか ど うか

を確かめ るため 、 4 日間バ ッ チで 培養を行 っ た場合の 窒素の 収支を調べ た とこ

ろ、
N◎を通気 した場合 と して い ない 場合の 細胞内の窒素量の差は 、 処理 された

NO の 量に
一・一・Stした 。 次に 、

　NO の 連続処理の 可能性を調 べ るため 、 細胞の 濁度

（OD6g。nm ）を
一

定に保ちなが ら連続培養を行 っ た結果 、
15日間 にわた っ て

300ppm 醤◎の 約60％を安定に処理する こ とがで きた 。 また 、　NO は窒素源 と して

利幤 され るた め 、 微細藻類培養系に供給する硝酸イ オ ンの 量を最小限に抑え る

こ とがで きた。
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